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▼
年
金
以
外
に
２
０
０

０
万
円
必
要
と
す
る
金

融
庁
審
議
会
の
「
報
告

書
」
を
打
ち
消
そ
う
と

自
民
・
公
明
党
が
躍
起

に
な
っ
て
い
ま
す
。
２

０
０
３
年
の
総
選
挙
前

に
公
明
新
聞
で
『
こ
う

す
れ
ば
１
０
０
年
は
大

丈
夫
！
公
明
党
の
年
金

安
心
プ
ラ
ン
』
を
発
表

し
、
「
い
ま
貰
っ
て
い

る
年
金
は
下
げ
ま
せ
ん
」

「
暮
ら
せ
る
年
金
額
を
確

保
」
な
ど
と
大
宣
伝
し
、

「
１
０
０
年
安
心
」
と
言
っ

て
き
た
の
に
、
「
老
後
は

自
己
責
任
、
貯
蓄
や
資
産

運
用
に
励
め
」
と
い
う
の

は
ペ
テ
ン
で
は
な
い
か
。

持
続
可
能
を
盾
に
、
年
金

の
給
付
削
減
と
負
担
増
を

進
め
て
き
た
の
は
政
権
与

党
の
自
民
党
と
公
明
党
で

す
。
な
の
に
、
２
０
０
０

万
円
必
要
と
し
た
金
融
庁

の
報
告
だ
っ
た
か
ら
、
年

金
制
度
と
次
元
が
違
う
、

誤
解
を
招
く
と
い
う
の
は

二
重
に
国
民
を
欺
く
も
の

で
す
▼
老
後
が
暮
ら
せ
る

年
金
へ
、
５
年
間
で
27
兆

４
７
０
０
億
円
の
米
国
か

ら
の
兵
器
の
爆
買
い
を
や

め
て
、
大
企
業
へ
の
税
率

を
中
小
企
業
並
み
の
税
率

に
、
株
・
配
当
所
得
を
平

等
な
所
得
税
率
と
最
高
税

率
を
上
げ
れ
ば
財
源
は
で

て
き
ま
す
▼
要
は
誰
の
た

め
に
政
治
を
や
る
か
で
す
。

今
度
の
参
議
院
選
挙
、
必

ず
選
挙
に
行
っ
て
、
自
民

・
公
明
勢
力
に
し
っ
ぺ
返

し
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
10
月
か
ら
の

消
費
税
10
％
増
税
を
も
阻

止
さ
せ
る
事
が
で
き
ま
す
。

国
民
の
為
の
政
治
に
転
換

さ
せ
ま
し
ょ
う
！

安
倍
首
相
が
総
裁
を
務

め
る
自
民
党
は
、
９
条
改

憲
、
消
費
税
10
％
へ
の
増

税
、
沖
縄
・
辺
野
古
の
米

軍
基
地
建
設
、
原
発
推
進

の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。
平
和
や
暮
ら
し
、

地
方
自
治
体
を
危
う
く
し

か
ね
な
い
内
容
で
す
。

同
じ
与
党
の
公
明
党
は
、

９
条
改
憲
で
は
慎
重
な
姿

勢
で
す
が
、
他
は
お
お
む

ね
自
民
党
の
政
策
に
理
解

を
示
し
て
い
る
の
が
特
徴
。

立
憲
民
主
、
国
民
民
主
、

共
産
党
、
社
民
の
４
党
は

一
部
を
除
き
、
ほ
ぼ
共
通

す
る
政
策
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
「
安
保
法
制
の
廃
止

と
立
憲
主
義
の
回
復
を
求

め
る
市
民
連
合
」
（
市
民

連
合
）
が
５
月
に
提
起
し

た
13
項
目
の
政
策
（
９
条

改
憲
、
消
費
税
の
引
上
げ

に
反
対
。
辺
野
古
基
地
建

設
は
中
止
。
原
発
ゼ
ロ
、

最
低
賃
金
１
５
０
０
円
な

ど
）
に
つ
い
て
、
党
首
が

サ
イ
ン
し
「
実
現
の
た
め

に
全
力
で
参
院
選
を
闘
う
」

こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
参
議
院
選
挙
の

争
点
は
、
消
費
税
増
税
・

建
設
産
業
の
ル
ー
ル
づ
く

り
・
平
和
・
憲
法
・
年
金

問
題
で
す
。

暮
ら
し
を
考
え
る
上
で

社
会
保
障
制
度
は
重
要
な

争
点
。
安
倍
政
権
は
２
０

１
３
年
か
ら
、
高
齢
化
な

ど
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る

社
会
保
障
費
の
「
自
然
増
」

を
予
算
編
成
段
階
で
大
幅

に
カ
ッ
ト
し
て
き
ま
し
た
。

14
年
に
は
「
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
」
の
構

築
を
理
由
に
消
費
税
を
８

％
に
増
税
す
る
一
方
、
翌

年
に
は
年
金
受
給
額
を
引

き
下
げ
ま
し
た
。
削
減
額

は
こ
の
６
年
間
で
合
計
１

兆
５
９
０
０
億
円
に
上
が

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
社

会
保
障
を
削
る
一
方
、
一

機
１
１
６
億
円
と
も
い
わ

れ
る
戦
闘
機
を
何
十
機
も

調
達
す
る
こ
と
を
決
定
な

ど
軍
事
費
は

膨
れ
上
が
っ

て
き
て
い
ま

す
。
財
源
が
な
い
か
ら
消

費
税
を
上
げ
る
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
利
益
を
あ
げ

て
い
る
大
企
業
や
富
裕
層

へ
の
税
負
担
を
た
だ
し
、

軍
事
費
な
ど
の
無
駄
遣
い

を
な
く
せ
ば
消
費
税
を
な

く
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

福
建
労
の
３
大
要
求

「
消
費
増
税
阻
止
」
「
ア

ス
ベ
ス
ト
全
面
解
決
」

「
公
契
約
法
の
制
定
」
実

現
に
む
け
て
必
ず
投
票
へ
。

候補者名を書く選挙区と、政

党名または候補者名を書く比

例代表の２回、投票します。

当日行けない場合は期日前投

票も市役所などでしています



２０１９年 ７月１日 あ し ば 第５５８号 （２）

今
年
も
地
域
の
み
な
さ

ん
に
様
々
な
職
種
の
職
人

が
い
る
こ
と
、
家
の
こ
と

な
ら
地
元
の
職
人
に
な
ん

で
も
相
談
で
き
ま
す
と
ア

ピ
ー
ル
す
る
住
宅
デ
ー
を

６
月
２
日
に
市
内
８
カ
所

で
第
42
回
の
住
宅
デ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
組
合
員

と
家
族
含
め
て
60
名
の
参

加
。
来
場
者
は
53
人
、
包

丁
と
ぎ
は
72
本
、
ま
な
板

削
り
は
９
枚
で
し
た
。
住

宅
相
談
は
13
件
あ
り
、
ト

イ
レ
の
改
装
、
屋
根
の
修

繕
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
、

外
装
の
塗
装
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

「
修
繕
の
相
談
を
し
た

い
け
ど
、
ど
こ
に
言
っ
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ

た
」
と
来
場
し
た
方
に
も

近
く
の
家
だ
か
ら
と
す
ぐ

に
現
地
を
確
認
。
素
早
い

対
応
に
「
ほ
ん
と
に
安
心

で
き
ま
し
た
。
相
談
す
る

と
こ
ろ
が
見
つ
か
っ
て
良

か
っ
た
」
と
大
変
喜
ば
れ

ま
し
た
。
家
の
こ
と
な
ら

地
元
の
職
人
へ
と
今
後
も

広
め
て
い
き
ま
す
。

６
月
６
～
７
日
に
大
手

企
業
・
住
販
メ
ー
カ
ー
と

九
州
地
方
整
備
局
へ
の
交

渉
を
九
地
協
と
し
て
取
り

組
み
九
州
各
県
か
ら
の
仲

間
が
参
加
し
、
大
牟
田
支

部
か
ら
も
３
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
企
業
交
渉

は
、
み
な
さ
ん
か
ら
集
ま
っ

た
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
や
改

善
要
望
の
声
を
も
と
に
毎

年
実
施
。

交
渉
内
容
は
、
上
が
っ

た
は
ず
の
賃
金
単

価
が
現
場
の

労
働
者
に
反

映
さ
れ
て
い

な
い
。
社
会

保
険
未
加
入

対
策
や
必
要
な
法
定
福
利

費
の
確
保
を
。
建
設
国
保

も
社
会
保
険
と
同
等
で
あ

る
こ
と
。
週
休
２
日
に
な
っ

た
場
合
の
閉
所
日
分
の
労

務
単
価
等
を
上
乗
せ
し
た

発
注
を
。
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
や
建
退
共
に
つ
い

て
交
渉
し
ま
し
た
。

あ
ら
か
じ
め
渡
し
て
い

た
要
請
書
を
も
と
に
交
渉

や
懇
談
。
ほ
と
ん
ど
の
企

業
が
元
請
と
し
て
は
上
が
っ

た
単
価
や
法
定
福
利
費
を

１
次
に
は
払
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
、
２
次
以
降
は
上
が
っ

た
分
の
単
価
が
支
払
わ
れ

て
い
る
か
調
査
も
し
て
い

な
い
の
で
元
請
の
責
任
と

し
て
実
態
を
調
査
し
指
導

す
る
よ
う
に
要
望
。
（
企

業
ご
と
の
詳
細
は
本
部
機

関
紙
を
参
照
）

今
月
は
６
月
分
の
実
態

ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
み

ま
す
。
ご
協
力
を
。

２
０
１
９
年
４

月
１
日
か
ら
全
業

種
に
時
間
外
労
働

の
罰
則
付
き
上
限

規
制
が
導
入
さ
れ
、

今
ま
で
対
象
外
だ
っ

た
建
設
業
も
規
制

対
象
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、
建

設
業
に
つ
い
て
は

５
年
間
の
猶
予
期

間
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

社
会
保
険
未
加

入
問
題
を
か
わ
き

り
に
、
建
設
産
業
自
体
も

大
き
く
変
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
「
働
き
方
改
革
」

の
猶
予
を
「
ま
だ
５
年
」

と
考
え
る
の
か
「
あ
と
５

年
」
と
考
え
る
か
で
会
社

と
し
て
の
準
備
も
変
わ
っ

て
来
ま
す
。
36
協
定
を
だ

し
て
な
か
っ
た
と
の
相
談

も
最
近
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
「
何
を
し
た
ら
良
い

の
？
」
な
ど
の
勉
強
会
を

開
催
し
ま
す
。
従
業
員
が

い
る
事
業
主
は
必
ず
参
加

く
だ
さ
い
。

築
城
基
地
の
米
軍

基
地
化
を
許
さ
な
い
！

福
岡
集
会
が
６
月
２

日
に
築
上
町
で
開
催

さ
れ
た
の
で
参
加
し

ま
し
た
。
集
会
で
は
、

築
城
地
元
、
沖
縄
、

宮
崎
、
山
口
、
大
分
、

佐
賀
、
各
県
か
ら
闘

い
の
報
告
が
あ
り
、

野
党
か
ら
も
基
地
化

に
さ
れ
た
ら
出
撃
の

拠
点
と
さ
れ
る
米
軍

基
地
化
は
許
さ

れ
な
い
と
報
告
。

集
会
の
途
中
に

戦
闘
機
が
爆
音

を
だ
し
な
が
ら
飛
ん
で
い

き
ま
し
た
。
も
の
す
ご
い

音
で
何
も
聞
こ
え
な
く
な

り
ま
す
。
築
城
を
危
険
な

基
地
に
す
る
訳
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
憲
法
９
条
を
ま

も
り
国
民
の
命
と
財
産
が

失
わ
れ
る
基
地
化
は
絶
対

阻
止
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
運
動
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
（
永
江
通
信

員
）

厚
生
労
働
省

国
民
健
康
保
険
課
長

殿

厚
生
労
働
省

大
臣
官
房
審
議
官
医
療
保
険
担
当

殿

私
は
●
●
県
で
▲
▲
を
し
て
い
ま
す
。

建
設
国
保
は
、
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
大
切
な
制
度
で
す
。

建
設
国
保
へ
の
補
助
金
は
、
現
行
水

準
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

（

住

所

）

（

氏

名

）

千
代
田
区
霞
が
関
１
の
２
の
２

厚
生
労
働
省

保
険
局
長

殿

２
０
２
０
年
度
の
中
建

国
保
の
予
算
獲
得
の
取
り

組
み
と
し
て
、
ひ
と
り
３

枚
の
ハ
ガ
キ
要
請
。
そ
し

て
６
月
13
日
に
は
、
藤
丸

敏
衆
議
院
事
務
所
に
、
現

行
水
準
の
予
算
確
保
に
む

け
て
厚
労
省
へ
の
要
請
の

協
力
を
も
と
め
訪
問
。
26

日
は
、
東
京
の
国
会
議
員

会
館
で
の

地
元
議
員

要
請
と
日

比
谷
野
音

で
の
中
央

決
起
集
会

に
永
江
副

支
部
長
と
西
原
書
記
が
参

加
し
ま
し
た
。
議
員
会
館

で
は
仁
比
聡
平
議
員
と
野

田
国
義
議
員
は
本
人
に
直

接
要
請
で
き
ま
し
た
。仁比議員（上段右）野田議員（下

段左から２番目）に直接要瀬書

※
●
●
に
県
名
。
▲
▲
に
は
職
種
（
大
工
、

左
官
、
土
木
工
、
塗
装
工
、
内
装
工
、
な
ど
）

住宅相談対応で地域にアピール

要望する大橋副支部長

集会場の上空を戦闘機が爆音をたて通過



７

月

の

行

事

予

定

６
～
７
日

本
部
５
役
議
案
討
議

県
本
部
会
館

12
日
（
金
）
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
２
陣

福
岡
地
裁

16
日
（
火
）
社
保
協
幹
事
会

組
合
事
務
所

16
日
（
火
）
全
労
済
地
区
推
進
委
員
会

組
合
事
務
所

18
日
（
木
）
消
費
税
反
対
キ
ャ
ラ
バ
ン

大
牟
田
管
内

18
日
（
木
）
築
炉
じ
ん
肺
訴
訟
判
決
日

福
岡
高
裁

20
日
（
土
）
書
記
長
会
議

県
本
部
会
館

21
日
（
日
）
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別
教
育

組
合
事
務
所

21
日
（
日
）
参
議
院
選
挙
投
開
票
日

各
投
票
所

23
日
（
火
）
平
和
行
進
大
牟
田
入
り

四
ツ
山
～

24
日
（
水
）
平
和
行
進

み
や
ま
市

25
日
（
木
）
本
部
４
・
５
役
会
議

県
本
部
会
館

26
日
（
金
）
働
き
方
改
革
労
働
法
説
明
会

組
合
事
務
所

29
日
（
月
）
支
部
パ
ソ
コ
ン
会
計

組
合
事
務
所

30
日
（
火
）
働
き
方
改
革
労
働
法
説
明
会

組
合
事
務
所

31
日
（
水
）
新
加
入
者
教
室

組
合
事
務
所

31
日
（
水
）
全
労
済
総
代
会

西
鉄
ホ
テ
ル

１
日
（
木
）
本
部
執
行
委
員
会

県
本
部
会
館

２
日
（
金
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

４
日
（
日
）
足
場
特
別
教
育

組
合
事
務
所

６
日
（
火
）
大
牟
田
社
保
協
定
期
総
会

組
合
事
務
所

６
日
（
火
）
原
水
爆
禁
止
広
島
大
会

広
島

７
～
９
日

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

長
崎

８

月

の

行

事

予

定
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毎
年
恒
例
の
ヤ
フ
オ
ク

ド
ー
ム
観
戦
ツ
ア
ー
は
今

年
で
19
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
６
月
16
日
に
バ
ス
２

台
１
１
０
人
で
行
っ
て
来

ま
し
た
。

試
合
は
、
ホ
ー
ク
ス
が

１
回
裏
に
な
ん
な
く
先
制

点
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
。
今
回
は
勝

て
る
か
な
？
と
思
っ
て
い

る
と
４
回
表
に
追
い
つ
か

れ
、
５
回
表
に
逆
転
を
許

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
８
回
裏
に
追
い
つ

く
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
に
。

そ
し
て
、
福
建
労
ツ
ア
ー

で
は
初
と
な

る
延
長
戦
へ

突
入
。
そ
の

ま
ま
両
者
点

が
入
ら
ず
、

と
う
と
う
最

後
の
攻
撃
12

回
裏
で
ノ
ー

ア
ウ
ト
満
塁

の
大
チ
ャ
ン

ス
が
ホ
ー
ク

ス
に
訪
れ
ま

し
た
。
こ
れ

は
、
勝
利
の

花
火
も
目
前
。
と
思
っ
た

の
も
つ
か
の
間
、
ス
リ
ー

ア
ウ
ト
で
試
合
終
了
。
引

分
け
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、

最
後
は
ド
キ
ド
キ
の
応
援

が
出
来
ま
し
た
。

今
年
の
春
の
山
登
り
は
、

九
重
の
黒
岩
山
（
１
５
０

２
ｍ
）
で
す
。
６
月
９
日

に
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
鑑

賞
ハ
イ
キ
ン
グ
に
７
人
の

参
加
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

登
山
口
に
着
く
と
、
ず
ら

り
と
並
ぶ
車
。
多
く
の
登

山
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

登
山
を
開
始
す
る
と
、

ち
ら
ほ
ら
と
山
道
に
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
が
出
迎
え
始

め
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
休
憩

を
と
り
な
が
ら
緑
の
景
色

を
楽
し
み
つ
つ
、
山
頂
付

近
へ
。
残
念
な
が
ら
少
し

か
す
み
が
か
っ
て
遠
く
の

山
々
は
う
っ
す
ら
と
し
か

見
え
ま
せ
ん
が
、
ま
る
で

剪
定
し
た
よ
う
に
丸
く
植

わ
っ
て
い
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ

シ
マ
に
疲
れ
が
癒
さ
れ
ま

す
。

そ
し
て
、
お
楽
し
み
の
昼

食
に
。
コ
ン
ロ
を
持
っ
て

き
て
い
る
仲
間
の
フ
ラ
イ

パ
ン
で
は
、
ベ
ー
コ
ン
や

野
菜
炒
め
の
卵
と
じ
、
メ

ザ
シ
な
ど
が
焼
か
れ
、
み

ん
な
に
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。

山
の
上
で
食
べ
る
焼
き
た

て
の
食
材
は
最
高
で
す
。

お
な
か
を
満
た
し
て
山
を

下
り
ま
し
た
。
帰
り
は
温

泉
に
浸
か
り
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。
行
き
も
帰
り
も
、

組
合
活
動
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
の
話
が
盛
り
上
が
り
、

車
内
は
笑
い
が
止
ま
ら
な

い
、
楽
し
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

毎
月
定
例
の

ア
ス
ベ
ス
ト
街

頭
宣
伝
を
６
月

も
５
日
に
原
告

を
先
頭
に
役
員
、

書
記
10
人
で
大

牟
田
駅
前
で
行

い
ま
し
た
。
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
１
陣
高
裁

が
結
審
を
む
か

え
11
月
11
日
に

判
決
が
で
ま
す
。
今
後
被

害
を
広
め
な
い
た
め
、
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
を
国
の
責

任
で
実
施
さ
せ
る
よ
う
に
、

こ
の
問
題
を
多
く
の
市
民

に
も
拡
げ
る
た
め
に
、
チ

ラ
シ
の
配
布
と
署
名
の
協

力
を
う
っ
た
え
ま
し
た
。

署
名
を
書
く
一
般
の
方
か

ら
も
「
国
が
し
っ
か
り
対

策
ば
せ
な
ん
よ
ね
」
な
ど

の
声
が
き
か
れ
ま
し
た
。

８回裏に追いつき一気にヒートアップ

景色を楽しみ、ゆっくり登山

高
さ
６
・
75

ｍ

（
建
設
で
は
５
ｍ
）

以
上
の
足
場
の
上
で

す
る
作
業
の
場
合
、

作
業
腹
部
だ
け
で
支

え
る
胴
ベ
ル
ト
型
で

な
く
、
腿
か
ら
上
半

身
に
か
け
て
広
い
部

分
で
支
え
る
「
フ
ル

ハ
ー
ネ
ス
型
」
の
使

用
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
（
施
行
は
、

今
年
２
月
１
日
）
２

メ
ー
ト
ル
以
上
の
作

業
床
の
な
い
所
で
の
作
業

も
着
用
が
必
要
。

ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落
制
止

用
器
具
を
装
着
し
て
作
業

す
る
際
、
特
別
教
育
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
必
要
。
。

７
月
21
日
（
日
）
を
開

催
し
ま
す
。
受
講
の
場
合

は
組
合
に
て
申
込
み
が
必

要
で
す
。

【時 間】9:00～16:00
【受講料】組合員は6,000円

（他は10,000円）

足
場
の
組
み
立

て
や
解
体
、
変
更

に
従
事
す
る
者
全

員
に
「
特
別
教
育
」

を
行
う
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
足
場
の
種

類
の
中
に
は
脚
立

足
場
な
ど
も
含
ま

れ
ま
す
。

８
月
４
日
（
日
）

に
特
別
教
育
を
開

催
し
ま
す
の
で
、

受
講
の
場
合
は
、

組
合
で
申
込
み
が
必
要
で

す
。

【時 間】9:00～16:00
【受講料】組合員は6,000円

（他は10,000円）
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【
古
澤
喜
美
子

歴
木
Ａ
】

ア
ッ
ト
言
う
間
に
６
月

で
す
。
６
月
７
日
頃
入
梅

と
か
？

昨
年
12
月
中
頃
か
ら
本

年
２
月
迄
の
入
院
生
活
。

体
は
本
調
子
で
は
無
い
け

れ
ど
週
２
階
の
デ
イ
ケ
ア
。

週
１
回
リ
ハ
ビ
リ
通
院
、

又
週
１
回
１
時
間
程
の
掃

除
に
来
て
呉
れ
る
人
、
気

忙
し
い
生
活
で
す
け
ど
、

皆
々
様
の
ご
親
切
に
甘
え

て
生
活
し
て
ま
す
！

【
藤
本
憲
子

田
隈
】

６
月
に
入
り
梅
雨
の
時

季
な
の
に
雨
が
降
ら
な
い

少
な
い
で
す
ね
。
気
温
高

し
災
害
の
無
い
様
に
願
い

た
い
で
す
。
体
調
に
気
を

つ
け
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
野
田
千
代
子

山
川
】

ま
ち
が
い
さ
が
し
、
む

ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
や
っ

と
七
つ
み
つ
け
ま
し
た
。

田
植
え
の
時
期
に
な
り
忙

し
い
で
す
。

孫
が
保
育
園
に
行
く
の

で
色
々
と
ま
ね
を
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
、
家
庭
が

に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

成
長
が
楽
し
み
で
す
。

【
黒
肥
地
征
子

荒
尾
】

今
度
は
山
形
・
新
潟
の

方
に
地
震
が
起
こ
り
ま
し

た
ね
。
震
度
６
と
い

う
と
結
構
被
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。
特
に

夜
の
場
合
は
恐
怖
も

尚
更
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に

は
、
結
局
何
を
し
て

と
い
う
か
何
も
出
来

な
い
の
が
現
状
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
避
難
準
備

の
再
確
認
を
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。

７
つ
の
ま
ち
が
い
答
え
と
近
況
を
募
集
。
抽
選
で

５
名
様
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〒
８
３
６
-
０
０
４
４

大
牟
田
市
古
町
３
の
２

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部

【先月の答】①左端の人のバッグ ②キリンの口 ③左奥

のサルの顔 ④ピースサインをしている子の髪 ⑤右から

２番目の人のスカート ⑥木の枝にぶらさがるサルの尻

尾 ⑦右端の人の足

ま
も
な
く
広
島
、
長
崎

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か

ら
74
年
目
の
夏
を
迎
え
ま

す
。
今
年
も
８
月
６
日
に

広
島
、
７
～
９
日
に
長
崎

で
核
の
な
い
平
和
を
願
う

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
会

場
に
む
け
北
は
北
海
道
か

ら
、
南
は
沖
縄
か
ら
、
平

和
の
た
す
き
を
繋
ぐ
平
和

行
進
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
牟
田
は
、
７
月
23
日

16
時
30
分
に
四
山
公
園
で

熊
本
よ
り
引
継
ぎ
大
牟
田

市
役
所
ま
で
歩
き
ま
す
。

翌
日
の
24
日
は
、
朝
９

時
に
大
牟
田
市
役
所
を
出

発
し
、
船
小
屋
を
目
指
し

て
歩
き
ま
す
。
大
牟
田
支

部
は
み
や
ま
市
役
所
ま
で

歩
き
行
進
を
つ
な
げ
ま
す
。

国
道
を
ず
～
っ
と
歩
き

ま
す
の
で
お
時
間
が
あ
る

方
は
、
少
し
の
距
離
だ
け

で
も
い
い
の
で
、
い
っ
し
ょ

に
歩
い
て
核
の
な
い
平
和

な
世
界
へ
の
願
い
を
届
け

ま
し
ょ
う
。

７月23日(火)
四山公園
（16時30分）

大牟田市役所
（18時ごろ）

７月24日(水)
大牟田市役所
（９時）

みやま市役所
（14時30分ごろ）

７
月
12
日
（
金
）
は
、
九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
第
２
陣
期
日
の
支
援
行
動
に
参
加
の
た
め
、
７
月
24

日
（
水
）
は
平
和
行
進
に
参
加
の
た
め
事
務
所
を
閉
め

て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

組
合
事
務
所
に
発
信
専
用
の
携
帯
電
話
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
右
記
２
つ
の
番
号
か
ら
着
信
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
組
合
に
か
け
る
と
き
は
今
ま

で
と
同
じ
く
固
定
電
話
（
０
９
４
４
‐
５
３
‐
１

５
３
３
）
に
お
願
い
し
ま
す
。

①
０
８
０
（
８
９
５
６
）
６
８
１
３

②
０
８
０
（
８
９
５
６
）
６
８
２
６

毎
月
の
収
支
計
算
を
実
際
に
会
計
ソ
フ

ト
に
入
力
し
な
が
ら
の
パ
ソ
コ
ン
会
計
教

室
で
す
。
７
月
は
29
日
（
月
）
午
後
１
時
か
ら
で
す
。

７
月
14
日
（
日
）
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
花
火
大
会
に
も
使
え
る
特
別
入
園

券
（
１
人
３
０
０
円
）
が
あ
り
ま
す
。

有
効
期
限
は
７
月
14
～
31
日
。


